
 

第1７回  

在日コリアン人権啓発東京セミナー  

主催 ：一般社団法人在日コリアン・マイノリティー人権研究センター（ＫＭＪ）  

 

2015 年 は 、 戦 後 70 年 、 日 韓 国 交 正 常 化 か ら 50 周 と い う 節 目 の 年 で す 。 し か し 、 日 韓

関 係 は 、 歴 史 認 識 に は じ ま り 竹 島 （ 独 島 ） 問 題 、 「 慰 安 婦 」 問 題 、 朝 鮮 半 島 出 身 者 の 「 旧

民 間 人 徴 用 工 」 を め ぐ る 裁 判 な ど を め ぐ り 政 治 的 対 立 が つ づ い て い ま す 。 そ れ ら の 影 響 に

よ り 日 本 国 内 で は 、 在 日 コ リ ア ン を タ ー ゲ ッ ト に し た ヘ イ ト ・ ス ピ ー チ デ モ に 代 表 さ れ る

民 族 差 別 行 為 が ま か り 通 っ て い ま す 。 こ れ は 明 ら か に 日 本 の 戦 後 処 理 の 不 十 分 さ に 起 因 し

て い る と 言 え ま す 。 今 年 で 17 回 目 を 迎 え る 当 セ ミ ナ ー で は 、 こ の 節 目 の 年 に 即 し た テ ー

マ で 在 日 コ リ ア ン の 歴 史 か ら 現 状 ま で 幅 広 い 講 義 を 設 定 し ま し た 。 民 族 差 別 を な く し 、

真 の 共 生 社 会 を め ざ す た め 、 と も に 学 び 、 考 え て い き ま し ょ う 。  

 

－開 催  要  項－  

【 日   程 】  

 春  期  ２ ０ １ ５ 年  ６ 月１８ 日 （ 木 ）１９ 日 （ 金 ）   

 秋  期  ２ ０ １ ５ 年  ９ 月１８ 日 （ 金 ）  

 冬  期  ２ ０ １ ６ 年  ３ 月４ 日 （ 金 ）  

【 会   場 】（ 春 期 ）    貸会議室・貸教室  内海  ４階教室  

（ 秋 期 ・ 冬 期 ）貸会議室・貸教室  内海  ２階教室  

                  東 京 都 千 代 田 区 三 崎 町 3-6-15 東 京 学 院 ビ ル ２ 階  

TEL03-3261-0017 JR「 水 道 橋 駅 」 西 口 徒 歩 １ 分  

【 定   員 】  ８０ 人  

【 参  加  費 】  ・ 受 講 料   ２７，０００ 円 （ 全 講 義 ）  

       ・ 聴 講 料 ａ    ３，０００ 円 （ １ 講 義 ）  

       ・ 聴 講 料 ｂ   ６，０００ 円 （ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ）  

・ 聴 講 料 ｃ   ４，０００ 円  （ 講 義 ⑧ の 上 映 会 と ト ー ク ）  

        ＊ Ｋ Ｍ Ｊ 会 員 の 方 は １ 割 引 で す 。  

【 お 申 込 み 方 法 】  

 6 月 12 日 （ 金 ） ま で に 別 紙 申 込 用 紙 に 必 要 事 項 を ご 記 入 の 上 、 下 記 の 申 込 先 ま で 郵 送

又 は 、Ｆ Ａ Ｘ に て お 申 し 込 み 下 さ い 。ま た 、受 講 料（ 聴 講 料 ）に つ き ま し て は 、下 記 の 銀

行 口 座 に お 振 り 込 み 下 さ い 。お 申 し 込 み 後 、請 求 書 を お 送 り し ま す 。領 収 書 は 、当 日 、資

料 と 一 緒 に お 渡 し い た し ま す 。な お 、当 日 は 受 付 に て お 名 前 を チ ェ ッ ク さ せ て い た だ く こ

と で 参 加 確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 

☆ お 振 り 込 み 先  

 

三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  生 野 支 店  普 通 預 金  ３ ９ ３ ６ ５ ９ ９  

名  義  一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

    理 事 長  仲 尾 宏  



【春期 講座】  

一日目 （ 6/18）  

 講  義 ①  戦後 70 年と在日コリアン  

 講  師   仲尾 宏さ ん （ 当 セ ン タ ー 理 事 長 、 京 都 造 形 芸 術 大 学 客 員 教 授 ）  

      戦 後 の 在 日 コ リ ア ン は 日 本 政 府 、Ｇ Ｈ Ｑ 、そ し て 南 北 朝 鮮 の さ ま ざ ま な 思 惑

中 か で 振 り 回 さ れ て き ま し た 。そ こ に は ど の よ う な 問 題 が あ っ た の か 、今 後

ど う し て い く べ き な の か を 考 え て い き た い と 思 い ま す 。  

 

講  義 ②  「特別永住」とは何か？ 

－在日コリアンの法的地位の歴史と課題－ 

講  師   鄭 栄恒（ チ ョ ン ヨ ン フ ァ ン ） さ ん （ 明 治 学 院 大 学 准 教 授 ）  

      戦 後 の 在 日 コ リ ア ン の 法 的 地 位 、 な か で も そ の 在 留 資 格 は さ ま ざ ま な 政 治

的 思 惑 の な か で 変 遷 し て き ま し た 。 1991 年 な っ て よ う や く 安 定 的 に え ら れ

た の が「 特 別 永 住 」資 格 で し た が 、昨 今 で は「 在 日 特 権 」と い う レ ッ テ ル が

貼 ら れ 、 在 日 攻 撃 の タ ー ゲ ッ ト に な っ て い ま す 。「 特 別 永 住 」 と は 何 か 、 そ

の 歴 史 的 背 景 や 現 代 的 課 題 に つ い て 明 ら か に し て い き ま す 。  

 

講  義 ③  この社会に差別はいらない  

－ヘイト・スピーチ裁判を闘う－ 

 講  師   李 信恵 （ イ シ ネ ） さ ん  

     李 信 恵 さ ん は イ ン タ ー ネ ッ ト の 世 界 か ら 日 本 中 に 蔓 延 す る ヘ イ ト ・ ス ピ ー  

チ に た い し て 個 人 で 裁 判 闘 争 を し て い ま す 。 な ぜ 裁 判 す る に 至 っ た の か 、  

在 日 コ リ ア ン と し て の 思 い を 存 分 に 語 っ て い た だ き ま す 。  

 

＊ 一 日 目 終 了 後 、 懇 親 会 を 実 施 し ま す 。 参 加 ご 希 望 の 方 は お 申 し 込 み く だ さ い 。  

二日目 （ 6/19）  

 講  義 ④  フィールドワーク  

茨城県日立鉱山と朝鮮学校訪問  

 案  内   張永祚（ チ ャ ン ヨ ン ジ ョ ）さ ん（ 茨 城 県 朝 鮮 人 慰 霊 塔 管 理 員 会 事 務 局 長 ）  

＊ コ ー ス  

  水戸朝鮮学校 － 授 業 見 学 、歴 史 館 の 見 学 、教 員 ・子 ど も た ち と の 交 流 を 予 定 し て

い ま す 。  

  日立鉱山 － 戦 時 中 、約 4000 人 ～ 5000 人 の 朝 鮮 人 が さ ま ざ ま な 形 態 で 従 事 し て い ま  

し た 。ど の よ う な 歴 史 的 な 背 景 が あ り 、犠 牲 に な ら れ た 方 の 慰 霊 や 賠 償

は ど う だ っ た の か 、残 さ れ た 課 題 と は 。戦 後 70 年 の 今 、現 地 を 歩 き な

が ら 学 び た い と 思 い ま す 。  

 

＊ フ ィ ー ル ド ワ ー ク に つ い て  

① Ｊ Ｒ 水 戸 駅 改 札 口 に ９ ： ５ ５ 集 合 で す 。（ 改 札 口 は 一 つ で す ）  

  参 考 ： 上 野 8:30 発 と き わ 53 号 で 水 戸 に 9:49 着 で す 。  



② 昼 食 は 水 戸 朝 鮮 学 校 で い た だ き ま す 。  

③ 少 し 歩 き ま す の で 軽 装 で お 越 し 下 さ い 。  

④ 解 散 は Ｊ Ｒ 日 立 駅 に な り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  
   参 考 ： 日 立 17:02 発 ひ た ち 22 号 で 東 京 に 18:43 着 で す 。  

 

【秋期 講座】（ 9/18）  

講  義 ⑤  歌で綴る戦後 70 年 

－在日コリアン生徒とかかわって－  

講  師   古川 正博さ ん （ 元 教 師 ）  

      古 川 さ ん は 大 阪 市 の 中 学 校 で 長 年 在 日 コ リ ア ン 教 育 に か か わ っ て こ ら れ ま

し た 。そ の 活 動 の 一 環 と し て「 お や じ バ ン ド 」を 結 成 し 、日 本 人 と 在 日 と の

葛 藤 を 乗 り 越 え て こ ら れ ま し た 。教 育 実 践 の お 話 し を う か が い な が ら 、ギ タ

ー を 片 手 に 歌 で 戦 後 70 年 を 綴 っ て い た だ き ま す 。懐 か し い 歌 の オ ン パ レ ー

ド で す 。  

 

講  義 ⑥  「日韓条約で解決済み」はほんとうか？  

     －日韓条約 50 年をむかえて－  

講  師   李 洋秀（ リ ヤ ン ス ） さ ん （ 日 韓 会 談 文 書 全 面 公 開 を 求 め る 会  

事 務 局 次 長 ）  

     日 本 政 府 は 一 貫 し て 戦 後 補 償 は「 日 韓 条 約 で 解 決 済 み 」と の ス タ ン ス を 取 っ

て い ま す が 、果 た し て そ う で し ょ う か 。日 韓 条 約 50 年 の 今 、李 先 生 に 現 在

に も 残 る さ ま ざ ま な 課 題 に つ い て 明 ら か に し て い た だ き ま す 。  

 

講  義 ⑦  戦後 70 年  

映画の中で在日はどのように描かれてきたか  

講  師   呉 徳洙（ オ ド ク ス ） さ ん （ 映 画 監 督 ）  

     1995 年 の 戦 後 50 年 に 「 映 画 在 日 」 を 撮 影 さ れ た 呉 徳 洙 監 督 。 あ れ か ら 20

年 、日 本 社 会 も 在 日 社 会 も 大 き く 変 動 し て き ま し た 。戦 後 70 年 を 期 に 、映

画 で 在 日 が ど の よ う に 描 か れ て き た か 、そ し て 70 年 の 思 い を 呉 監 督 に 語 っ

て い た だ き ま す 。  

 

【冬期 講座】（ 3/4）  

講  義 ⑧  ドキュメンタリーの上映とトーク  

［ ドキ ュメン タリ ー 映画 上映 ］（ 60 分）  

『花のようにあるがままに～在日コリアン舞踏家・裵梨花』  

 ［ 朝鮮舞踊 演舞 ］（ 15 分）  

『アボジをおもって』裵  梨花（ ペ リ フ ァ ） さ ん （ 舞 踏 家 ）  

 



［ トー ク ］（ 80 分 ）  

     裵 梨花さ ん  

司  会  高 敬一  

     今 年 6 月 に 在 日 2 世 の 裵 梨 花 さ ん を 主 人 公 に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 が 完 成  

し ま す 。 裵 さ ん の 背 景 に は 強 制 連 行 さ れ た ア ボ ジ へ の 思 い が あ り ま す 。 映 画 を

鑑 賞 し 、 裵 さ ん の ア ボ ジ へ の 思 い が 詰 ま っ た 舞 踊 を 披 露 し て い た だ き 、 在 日 2

世 と し て の 思 い を 語 っ て い た だ き ま す 。  

 

【スケ ジュー ル】     

 

６ ／ １ ８ （ 木 ）  ６ ／ １ ９ （ 金 ）  ９ ／ １ ８ （ 金 ）  ３ ／ ４ （ 金 ）  

9:30 受 付 開 始  

 

9:55 Ｊ Ｒ 水 戸 駅 集 合  9:30 受 付 開 始  

 

13:30 受 付 開 始  

 

9:55 開  会  

 

10:00 Ｊ Ｒ 水 戸 駅 出 発  9:55 開  会  14:00 講 義 ⑧  

10:00 講 義 ①  

 

10:30 水 戸 朝 鮮 学 校 訪 問  10:00 講 義 ⑤  17:00 終  了  

11:50 昼  食  

 

12:00 昼  食  11:50 昼  食   

13:00 講 義 ②  

 

12:45 出  発  13:00 講 義 ⑥   

14:50 休  憩  

 

13:30 日 鉱 記 念 館  14:50 休  憩   

15:00 講 義 ③  

 

14:00 一 本 杉  15:00 講 義 ⑦   

16:50 閉  会  

 

14:30 ム ク ゲ の 木  16:50 閉  会   

17:00 終  了  

 

14:45 本 山 寺  17:00 終  了   

 15:30 慰 霊 塔    

 16:00 出 発  

 

  

 16:30 Ｊ Ｒ 日 立 駅 解 散    

 

 

【 連 絡 先 】  

 一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

    担  当  高 敬 一 （ コ ・ キ ョ ン イ ル ） ま で  

  〒 544 -0033 大 阪 府 大 阪 市 生 野 区 中 川 西 3 -10 -18 
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      第１７回 在日コリアン人権啓発東京セミナー  

受講（聴講）申込書  

（ＦＡＸ０６－６７１７－２７０２）  

 □  受  講（７講義とフィールドワークすべて受講される方です）  

 

 □  聴  講（ 聴 講 希 望 講 義 番 号                     ）  

 ＊ 聴 講 希 望 の 場 合 は 、 講 義 番 号 を ご 記 入 下 さ い 。 例 え ば 、 仲 尾 さ ん の 講 義 の み 聴 講 し た  

い 場 合 は ① 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 場 合 は ④ 複 数 の 場 合 は ① ② ④ ⑥ と ご 記 入 下 さ い 。  

 

① 戦 後 70年 と 在 日 コ リ ア ン                仲 尾 宏 さ ん  

② 「 特 別 永 住 」 と は 何 か ？                鄭 栄 桓 さ ん  

③ こ の 社 会 に 差 別 は い ら な い               李 信 恵 さ ん  

④ フ ィ ー ル ド ワ ー ク  茨 城 県 日 立 鉱 山 と 朝 鮮 学 校 訪 問  

⑤ 歌 で 綴 る 戦 後 70年                   古 川 正 博 さ ん  

⑥ 「 日 韓 条 約 で 解 決 済 み 」 は ほ ん と う か ？         李 洋 秀 さ ん  

⑦ 戦 後 70年 映 画 の な か で 在 日 は ど の よ う に 描 か れ て き た か  呉 徳 洙 さ ん  

⑧ ド キ ュ メ ン タ リ ー の 上 映 と ト ー ク            裵 梨 花 さ ん  

 

ﾌﾘｶﾞﾅ    

勤 務 先 名  

担 当 部 署  

 

 

受 講 者  

 

 

住 所  

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ  

 

 〒  

 

 

   Ｔ Ｅ Ｌ              Ｆ Ａ Ｘ  

 

＊ 複 数 名 参 加 の 場 合 は 下 記 に 受 講 （ 聴 講 ） 者 名 と 担 当 部 署 を ご 記 入 く だ さ い 。  

 

 受 講 （ 聴 講 ） 者 名      担 当 部 署     受 講 ・ 聴 講   

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

 

＊ ６ 月 １ ８ 日 （ 木 ） セ ミ ナ ー 終 了 後 の 懇 親 会  

 

 □ 参  加  

 

 

 事 務 確 認 欄 （ 事 務 確 認 欄 は 記 入 し な い で く だ さ い ）  

 受 付 Ｎ ｏ   受 付 日    入 金 日   担 当 者  備  考  

     

 


